
Ⅱ平成２０年の病害虫の発生状況

１　病害虫の発生経過概要及び発生原因解析

農作物名 病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析 防除の概要

葉いもち 遅 並 ・７月１半旬に発生を認め、平年並
の発生であったが、一部地域で多
発圃場があった。

・６月中旬～７月上旬の
寡照

・トリシクラゾール剤、プロベナゾー
ル剤等の箱施用による防除

穂いもち 遅 並 ・８月５半旬に発生を認め、平年並
の発生であった。

・出穂期頃のフェリムゾン・フサライ
ド剤、カスガマイシン・フサライド剤
等による本田防除

縞葉枯病 やや遅 多 ・６月６半旬に発生を認め、その
後、７月上旬にかけ増加し多発生
となった。

・６月５日の飛来
・本田におけるヒメトビウ
ンカの発生が多かった。

ヒメトビウンカ やや早 多 ・本田では５月６半旬に発生を認
め、その後多い発生で推移した。
特に６月下旬は巡回調査において
株当たり虫数９.２頭と非常に多い
発生であった。

・越冬世代の生息量が
非常に多かった
・６月５日の飛来

・イミダクロプリド剤等の箱施用に
よる防除
・エトフェンプロックス剤、シラフル
オフェン剤等による本田防除

萎縮病 ー ー ・発生を認めることができなかっ
た。

・ツマグロヨコバイの保
毒率が低かった。

ツマグロヨコバ
イ

並 並 ・本田では５月２半旬に発生を認
め、平年より少ない発生であった
が、７月下旬以降平年並の発生で
あ

・エトフェンプロックス剤、シラフル
オフェン剤等による本田防除

紋枯病 遅 やや少 ・７月３半旬に発生を認め、平年よ
りやや少ない発生で推移した。

・バリダマイシン剤、フルトラニル
剤、ジクロシメジン剤、ペンシクロン
剤による本田防除

セジロウンカ 遅 少 ・５月６半旬に飛来を初確認した。
・本田では５月６半旬に発生を認
め、少ない発生であったが、６月下
旬は平年並であった。その後７月
以降は少ない発生で推移した。

・飛来量が少なかった。 ・ＢＰＭＣ剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤等による本
田防除

トビイロウンカ 遅 やや少 ・６月５半旬に飛来を初確認した。
・本田では、７月２半旬に発生を認
め、やや少ない発生で推移した。

・飛来量が少なかった。 ・ＢＰＭＣ剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤等による本
田防除

コブノメイガ 遅 やや少 ・６月３半旬に初誘殺を確認し、主
要な飛来は６月６半旬であった。
・本田での食害株率は低かった。

・飛来量が少なかった。 ・カルタップ剤、メトキシフェノジド剤
等による本田防除

イネミズゾウム
シ

並 やや少 ・５月２半旬発生が認められ、やや
少ない発生で推移した。

・越冬量が少なかったと
考えられる。

・ベンフラカルブ剤、イミダクロプリ
ド剤の箱施用による防除
・多発圃場ではシクロプロトリン剤
による本田防除

斑点米カメムシ
類

並 やや多 ・雑草地における調査では、６月
以降７月まで平年並の発生で推移
した。
・本田では、７月上旬以降発生が
増加し、やや多い発生であった。

・圃場周辺の雑草除去
・出穂期以降のエトフェンプロック
ス剤、シラフルオフェン剤、ＭＰＰ剤
等による防除

普通期水稲 葉いもち 遅 やや多 ・７月２半旬に発生を認め、平年並
の発生であったが８月上旬以降増
加し、やや多い発生で推移した。
一部多発圃場も認められた。

・窒素過多
・６月下旬～７月１半旬
の日照不足、多雨

・トリシクラゾール剤、プロベナゾー
ル剤等の箱施用による防除

穂いもち 並 やや多 ・９月２半旬に発生を認め、やや多
い発生であった。

・一部で葉いもちの発生
が多かった。
・８月中下旬の日照不
足、多雨

・出穂期頃のフェリムゾン・フサライ
ド剤、カスガマイシン・フサライド
剤、アゾキシストロビン剤等による
本田防除

縞葉枯病 並 多 ・６月６半旬に発生を認め、多発生
で推移した。また５月下旬田植え
で激発圃場がみられた。
・６月５日、ネットトラップにおいて
多数捕獲された。

・第１世代虫の生息量が
多かった。
・６月５日の飛来
・本田におけるヒメトビウ
ンカの発生が多かった。

ヒメトビウンカ 並 多 ・５月の雑草地及び小麦圃場では
多い発生であった。
・本田では７月上旬以降多く推移
した。

・イミダクロプリド剤、フィプロニル
剤等の箱施用による防除
・ＢＰＭＣ剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤等による本
田防除

萎縮病 ー ー ・発生を認めなかった。 ・ツマグロヨコバイの保
毒率が低かった。

ツマグロヨコバ
イ

並 やや少 ・期間を通してやや少ない発生で
あった。

・トビイロウンカとの同時
防除

・イミダクロプリド剤、フィプロニル
剤等の箱施用による防除
・ＢＰＭＣ剤、エトフェンプロックス
剤、シラフルオフェン剤等による本
田防除

早期水稲
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農作物名 病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析 防除の概要

普通期水稲 紋枯病 並 やや多 ・７月５半旬に発生を認め、８月以
降やや多い発生で推移した。一部
圃場で上位葉鞘への進展がみら
れた。

・７月中旬～８月上旬の
高温
・茎数が多かった。

・チフルザミド剤の箱施用による防
除
・フルトラニル剤、ペンシクロン剤、
バリダシン剤、アゾキシストロビン
剤等による本田防除

セジロウンカ 遅 少 ・５月６半旬に飛来を初確認した。
・本田では６月２半旬から発生が
みられ 、少ない発生で推移した。

・飛来量が少なかった。 ・イミダクロプリド剤、フィプロニル
剤等の箱施用による防除
・ＢＰＭＣ剤、ブプロフェジン剤、エト
フェンプロックス剤、シラフルオフェ
ン剤等による本田防除

トビイロウンカ 遅 少 ・６月６半旬に飛来を初確認した。
・本田では７月２半旬から発生が
みられ、少ない発生で推移した。
・坪枯れの発生は９月中旬から見
られたが、発生は少なかった。

・飛来量が少なかった。 ・イミダクロプリド剤、フィプロニル
剤等の箱施用による防除
・ＢＰＭＣ剤、ブプロフェジン剤、エト
フェンプロックス剤、シラフルオフェ
ン剤、ジノテフラン剤等による本田
防除

コブノメイガ 遅 やや少 ・６月３半旬に初誘殺を確認し、主
要な飛来は６月６半旬であった。
・本田では、窒素が効いた圃場で
は出穂以降食害株率が増加した。

・飛来量が少なかった。
・窒素過多
・８月上中旬の防除不徹
底

・フィプロニル剤、スピノサド剤の箱
施用による防除
・テブフェノジド剤、カルタップ剤、メ
トキシフェノジド剤等による本田防
除

斑点米カメムシ 並 並 ・雑草地における調査では６月以
降８月上旬まで平年並の発生で
あった。
・本田では９月上旬まで平年より
やや少ない発生であったが、９月
下旬は並の発生であった。

・トビイロウンカとの防除
が徹底された。

・圃場周辺の雑草除去
・出穂期以降のエトフェンプロック
ス剤、シラフルオフェン剤、ＭＰＰ
剤、ジノテフラン剤等による防除

スクミリンゴガ
イ

並 やや多 ・やや多い発生で推移した。 ・前年の発生がやや多く
冬季の気温が高かっ
た。
・６月下旬の多雨

・ＩＢＰ剤、カルタップ剤、ベンスル
タップ剤、メタアルデヒド剤等による
本田防除
・卵塊、貝の捕殺

麦 赤かび病 大麦：遅
小麦：遅
裸麦：遅

大麦：少
小麦：少
裸麦：少

・大麦、小麦では平年より遅く、５
月２～３半旬に発生を認め、少な
い発生であった。裸麦では発生を
認めることができなかった。

出穂開花期の４月上旬
は降雨量が多かった
が、連続降雨はほとんど
なかった。その後、５月
上旬も降雨量は多かっ
たが、連続降雨がほとん
どなく、５月中下旬は降
雨量が少なかった。

・開花盛期とその７～１０日ごの薬
剤散布（チオファネートメチル、プロ
ピコナゾール、メトコナゾール）

うどんこ病  大麦：－
 小麦：遅
 裸麦：－

大麦：少
小麦：やや
少　　　裸
麦：少

・大麦、裸麦では発生を認めること
ができなかった。小麦では平年並
の、４月２半旬に発生を認め、や
や少ない発生で推移した。

黒穂病 大麦：早
小麦：早
裸麦：並

大麦：多
小麦：やや
多

裸麦：多

・大麦で４月２半旬、裸麦、小麦で
４月６半旬に発生を認め、やや多
～多の発生で推移した。

・前年の発生がやや多
く、伝染源量が多かっ
た。

・種子消毒

斑葉病 大麦：－
裸麦：－

大麦：少
裸麦：少

・大麦、裸麦ともに発生を認めな
かった。

・種子消毒により近年減
少傾向にある。

・種子消毒

アブラムシ類 大麦：やや
遅

小麦：並
裸麦：やや
遅

大麦：多
小麦：多
裸麦：多

・大麦で３月５半旬、裸麦で３月６
半旬、小麦で３月２半旬に発生を
認め、平年より多い発生で推移し
た。

・４月中旬、下旬の少雨

べと病 並 やや多 ・８月５半旬に発生を認め、その後
増加し、平年よりやや多い発生で
あった。

葉焼病 やや遅 やや多 ・９月３半旬に発生を認め、その後
増加し、平年よりやや多い発生で
あった。

ハスモンヨトウ 並 やや多 ・７月６半旬から発生を認め、並の
発生であったが９月下旬以降増加
した。また白変葉もみられ、９月下
旬から増加した。

・８月上旬から９月下旬
にかけての防除徹底。

・インドキサカルブ剤、エトフェンプ
ロックス剤、ピリダリル剤、クロルフ
ルアズロン剤による防除

鱗翅目幼虫 並 並 ・８月２半旬にウワバ類の発生を
認め、平年並の発生であった。

・ハスモンヨトウとの同時防除

吸実性カメムシ 並 並 ・９月２半旬に発生を認め、10月下
旬にはミナミアオカメムシが一部
の圃場で多発したが、全般的には
並の発生であった。

・エトフェンプロックス剤、クロチア
ニジン剤による防除

大豆
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農作物名 病害虫名 発生時期 発生量 発生経過の概要 発生要因の解析 防除の概要

じゃがいも 葉巻病 春作：　並
秋作：　並

春作：やや
少
秋作：　並

・春作：ほとんど発生を認めなかっ
た。
・秋作：ほとんど発生を認めなかっ
た。

・種いもの更新
・ｱﾌﾞﾗﾑｼの防除

疫病 春作：　遅
秋作：　並

春作：少
秋作：やや
多

・春作：初発生は６月上旬に確認
し、少ない発生であった。
・秋作：10月下旬から11月にかけ、
一部で発生した。

・４月中旬～5月中旬の
少雨
・10月の高温、10月下旬
～11月上旬の曇雨天

・ﾏﾝｾﾞﾌﾞ､ﾒﾀﾗｷｼﾙ、TPN剤等による
防除

アブラムシ類 春作：　並
秋作：やや
早

春作：やや
多
秋作：やや
少

・春作：４月下旬から５月にかけて
増加しやや多い発生であった。
・秋作：生育中期以降少ない発生
で推移した。

・４月中旬～5月中旬の
少雨

・ｲﾐﾀﾞｸﾛﾌﾟﾘﾄﾞ、合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系剤
等による防除

ニジュウヤホシ
テントウ

春作：　並
秋作：やや
早

春作：やや
少
秋作：やや
多

・春作：ほとんど発生を認めなかっ
た。
・秋作：10月上旬まで一部で多い
発生であった。

・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類との同時防除

食葉性ヤガﾞ類
（ハスモンヨト
ウ、シロイチモ
ジヨトウ、オオタ
バコガ）

春作：　並
秋作：やや
遅

春作：　並
秋作：やや
多

・春作：４月下旬から発生し、平年
並の発生であった。
・秋作：10月以降ﾖﾄｳﾑｼ類が増加
し、やや多い発生であった。

・9～10月の高温 ・有機ﾘﾝ系、ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ剤による防除

冬春キュウリ モザイク病 並 やや少 ・ほとんど発生しなかった。 ・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の防除

（07年植付） 斑点細菌病 並 やや多 ･１２月上旬から発生し、平年より
やや多い発生であった。

・銅剤による防除

べと病 やや遅 並 ･１２月上旬から発生し、平年並の
発生あった。

・湿度管理
・ﾏﾝｾﾞﾌﾞ、ﾎｾﾁﾙ、ﾌｪﾆﾙｱﾏｲﾄﾞ系剤
による防除

褐斑病 並 多 ・11月下旬から発生し、２月以降
増加して多い発生であった。

・１月の高温。 ・ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ、ｼﾞｪ
ﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ等による防除

うどんこ病 並 多 ・11月上旬から発生し、２月以降
増加して多い発生であった。

・EBI、ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ系、TPN、炭酸
水素ｶﾘｳﾑ、ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ剤等による防
除

灰色かび病 遅 並 ・３月上旬から発生を確認し、平年
並の発生であった。

・湿度管理
・被害果の除去
･ｼﾞｪﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ、ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ､ﾒﾊﾟﾆ ﾋﾟﾘ
ﾑ､ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ剤等による防除

菌核病 並 やや少 ・１月に発生を確認し、やや少ない
発生であった。

・被害果の除去
・灰色かび病との同時防除

アブラムシ類 並 やや少 ・１１月下旬に一部で認めたが、ほ
とんど発生しなかった。

・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系粒剤によ
る防除
・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類、ｱｻﾞﾐｳﾏ類との同時防
除

ミナミキイロア
ザミウマ

並 並 ・11月下旬から発生し、平年並の
発生であった。

・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系粒剤によ
る防除
・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ、ﾈ
ｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等による防除

コナジラミ類 並 多 ・11月上旬から１月までは多い状
態が続き、2月以降やや多い発生
であった。

・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系粒剤によ
る防除
・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系、ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ剤等に
よる防除

冬春トマト モザイク病 並 並 ・ほとんど発生しなかった。 ・土壌消毒
・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類の防除

（07年植付） 疫病 並 少 ・一部で発生したが、少ない発生
であった。

・ｼﾓｷｻﾆﾙ剤、ﾌｪﾆﾙｱﾏｲド系・ﾏﾝｾﾞ
ﾌﾞ混合剤等による防除

葉かび病 並 少 ・３月上旬から認めたが、少ない発
生であった。

・抵抗性品種の普及。 ・ﾄﾘﾌﾙﾐｿﾞｰﾙ､ ＴＰＮ剤等による防
除

灰色かび病 並 やや多 ・２月から発生し、４月下旬にはや
や多い発生となった。

・湿度管理
・ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ､ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ、ｼﾞｴ ﾄﾌｪ
ﾝｶﾙﾌﾞ、ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ剤による防除
･ﾊﾞﾁﾙｽ･ｽﾞﾌﾞﾁﾙｽ剤よる防除

アブラムシ類 並 並 ・４～５月に一部で発生し、平年並
の発生であった。

・コナジラミ類との同時防除

マメハモグリバ
エ

やや遅 並 ・栽培前期は少なめで推移した
が、５月に増加し平年並の発生で
あった｡

・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｼﾛﾏｼﾞﾝ、ﾈ
ｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等による防除

タバコガ類 並 やや少 ・秋期に一部で発生したが、概ね
平年並みの発生であった。

・防虫ﾈｯﾄの普及。 ・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｽﾋﾟﾉｻﾄﾞ、
IGR剤等による防除

コナジラミ類 やや早 並 ・栽培前期から発生が多く、期間を
通して平年よりやや多い発生で
あった。

・９～10月の高温 ・防虫ネットの設置
・定植時のﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系粒剤施用
・ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等によ
る防除
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タマネギ 白色疫病 並 並 ・２月から一部で認められ、平年並
の発生であった。

・TPN、ﾏﾝｾﾞﾌﾞ、酸アミド系剤による
防除

（07年植付） べと病 やや遅 やや多 ・４月に発生を認め、やや多い発
生であった。

・TPN、ﾏﾝｾﾞﾌﾞ、酸アミド系剤による
防除

ボトリチス属菌
による葉枯症

遅 少 ・ほとんど発生を認めなかった。 ・ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ剤等による防除

ネギアザミウマ やや早 並 ・11月から発生が目立ったが概ね
平年並の発生であった。

・ｱｾﾌｪｰﾄ剤等による防除

イチゴ（本圃）
　

（０7年植付）

炭疽病 並 やや多 ・定植後、10月上旬から発生が見
られ、１２月上旬まで発生が続き、
やや多い発生であった。

・９月～10月上旬の高
温。
・10月上旬の多雨
・本病に対する感受性の
高い品種の普及。

・無感染株の定植
・発病株の除去

萎黄病 並 多 ・10月下旬から発生を確認し、4月
まで発生が続いた。

･9月～10月上旬の高温 ・無感染株の定植
・発病株の除去
・土壌消毒

うどんこ病 並 やや少 ・葉で11月上旬から発生を確認
し、12月上旬にやや多に増加した
が、12月下旬以降やや少ない発
生であった。

・古葉、罹病葉の除去
・被害果の除去
・EBI、炭酸水素ｶﾘｳﾑ、ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ､ﾒ
ﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ剤等による防除

灰色かび病 並 やや少 ・１２月上旬から発生し、1月下旬
に平年並に増加したが2月以降や
や少ない発生であった。

・湿度管理
・被害果の除去
・ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ､ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ､ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ、ﾒ
ﾊﾟﾆﾋﾟﾘｳﾑ、ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ系剤等に
よる防除

アブラムシ類 並 やや多 ・9月下旬から発生し、10月下旬か
ら11月にかけて増加、やや多い発
生であった。

･9月～10月上旬の高温 ・ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、DDVP、
  ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ剤等による防除

ハダニ類 並 やや多 ・９月下旬に急増し、期間を通して
平年よりやや多い発生であった。

・９月～１０月上旬、１２
月中旬～1月中旬の高
温。

・ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ､ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ、ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁ
ﾝ、ﾃﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ剤等による防除
・天敵による防除

ハスモンヨトウ 並 並 ・９月下旬から発生し、平年並の発
生であった。

・IGR剤、ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｽﾋﾟ
ﾉｻﾄﾞ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ剤等による防除

イチゴ(育苗圃)

  （08年植付)

炭疽病 並 並 ・Glomerella cingulata による炭疽
病は５月上旬に一部で発生し、6
月下旬から増加し平年並の発生
であった。

・発病株の除去
・高設育苗
・全面マルチ被覆
・雨よけ育苗
・点滴潅水
・北海道での親株用苗の育苗
・親株床の土壌消毒
・ﾌﾟﾛﾋﾟﾈﾌﾞ､ｼﾞﾁｱﾉﾝ､有機銅､ﾏﾝｾﾞ
ﾌﾞ､ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ等による防除

萎黄病 並 並 ・平年並みの発生であった。 ・発病株の除去
・土壌消毒

うどんこ病 並 やや少 ・５月下旬から発生し、やや少ない
発生であった。

・古葉の除去
・被害葉の除去
・EBI剤､炭酸水素ｶﾘｳﾑ､ﾎﾟﾘｵｷｼﾝ､
ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ､ﾏｼﾝ油剤等による防除

輪斑病 並 やや多 ・５月下旬から７月下旬にかけて
増加し、期間を通してやや多い発
生であった。

・施肥の少量化。
・本病に対する感受性が
高い品種の普及。

・ビテルタノール剤による防除
・被害葉の除去

アブラムシ類 並 並 ・５月上旬には平年よりやや多い
発生であったが、5月下旬以降平
年並の発生であった。

・ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ､ｱｾﾀﾐﾌﾟﾘﾄﾞ剤等による防
除

ハダニ類 並 やや多 ・５月上旬から発生し、7月上旬か
ら8月中旬に増加し、やや多い発
生であった。

・7月～8月の少雨 ・ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ､ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ､ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁ
ﾝ､ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ剤等による防除

ハスモンヨトウ 並 やや多 ・7月～９月に発生し平年よりやや
多い発生であった。

・IGR、BT、ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸塩、ｽ
ﾋﾟﾉｻﾄﾞ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ剤等による防除
・フェロモントラップによる発生予察

かんきつ そうか病 葉：やや遅
果実：やや
遅

葉：並
果実：並

・春葉における初発生は５月下旬
と平年より遅く、発生量は平年並
に推移した。
・果実における初発生は６月下旬
と平年より遅く、発生は平年並に
推移した。

・ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ剤、ｼﾞﾁｱﾉﾝ剤等に
よる発芽期の防除
・ﾌﾙｱｼﾞﾅﾑ剤、ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ剤によ
る灰色かび病との同時防除

かいよう病 葉：並
果実：やや
遅

葉：並
果実：並

・春葉における初発生は５月下旬
と平年並だった。発生量は平年並
で推移した。
・果実における初発生は７月上旬
と平年よりやや遅く、発生量は平
年並に推移した。

・銅剤による防除
・発病枝葉の除去
・防風対策の強化
・ミカンハモグリガの防除（ﾈｵﾆｺﾁﾉ
ｲﾄﾞ系、ｶｰﾊﾞﾒｰﾄ系薬剤）

黒点病 やや遅 やや少 ・初発生は７月上旬と平年よりや
や遅く、発生量は平年よりやや少
なく推移した。

・防除の徹底
・７月以降の少雨

・ﾏﾝｾﾞﾌﾞ剤、ﾏﾝﾈﾌﾞ剤による防除
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かんきつ ミカンハダニ 並 並 ・５月、６月に降水量が多かったた
め、春先の増加が鈍かった。７月
以降発生が増加したため、８月を
ピークとする一山型の発生となっ
た。

・５月、６月の降雨
・７月以降の少雨

・冬季及び夏季のﾏｼﾝ油乳剤によ
る防除
・８月下旬～９月のｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ剤､ｽ
ﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ剤、ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ剤等に
よる防除

ミカンサビダニ 並 少 ・巡回調査ではミカンサビダニによ
る被害の発生を確認できなかっ
た。

・防除の徹底 ・ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ剤、酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ剤に
よる防除・ｲｿｷｻﾁｵﾝ剤、PAP剤に
よるｶｲｶﾞﾗﾑｼ類との同時防除・ｽﾋﾟ
ﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ剤、ﾋﾞﾌｪﾅｾﾞｰﾄ剤によるﾐ
ｶﾝﾊﾀﾞﾆとの同時防除

チャノキイロア
ザミウマ

並 並 ・諫早市のトラップ誘殺量は６月の
降水量が多かったため、７月上旬
の第３世代の発生が少なかった。
７月上旬に梅雨明けし、降水量が
少なかったため７月下旬から８月
上旬にかけて第４、第５世代の発
生量が多かった。９月以降の発生
量は平年並であった。
・果梗部の被害果率はほぼ平年
並であった。果頂部の被害果率は
７月以降平年よりやや多かった。

・５月、６月の降雨
・７月以降の少雨

・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤、ｱｾﾌｪｰﾄ剤、ﾏﾝ
ｾﾞﾌﾞ剤、合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系剤による
防除
・光反射シートによる防除

カメムシ類 ７月以前：-
８月以降：
やや早

７月以前：
少
８月以降：
やや多

・チャバネアオカメムシの越冬量は
平年より少なく、７月まではかんき
つ園での被害はほとんど見られな
かった。
・８月下旬以降、かんきつ園への
カメムシの飛来が増加し、一部の
圃場では被害が発生した。

・越冬量が少なかった。
・ヒノキきゅう果の結実量
が平年より多かった。

・合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系剤、ﾈｵﾆｺﾁﾉｲ
ﾄﾞ系剤による防除

マルカイガラム
シ類

並 やや少 ・８月下旬に果実での初発を確認
した。その後の発生は平年よりや
や少なく推移した。

・防除の徹底 ・冬季及び夏季のﾏｼﾝ油乳剤によ
る防除
・６月上旬～下旬のPAP剤､DMPT
剤等による防除

がんしゅ病 並 やや少 ・平年並の４月上旬に春枝におけ
る発生を認め、その後の発生は平
年よりやや少なく推移した。

・７月以降の少雨 ・芽かき、剪定後の銅水和剤によ
る防除

灰斑病 並 やや少 ・平年並の５月上旬に春葉におけ
る発生を認めた。８月以降の発病
葉率は平年よりやや少なく推移し
た。
・収穫時に降雨が続き、灰斑病
菌、炭疽病菌による果実腐敗がや
や増加した。

・６月の多雨
・７月以降の少雨

・春葉及び夏葉伸長後の銅・ｶｽｶﾞﾏ
ｲｼﾝ剤による防除
・開花期のｲﾐﾉｸﾀｼﾞﾝｱﾙﾍﾞｼﾙ酸塩
剤による防除

ナシヒメシンク
イ

並 やや多 ・ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ（諫早市）における誘
殺量はやや多かった。

・ｶﾙﾀｯﾌﾟ剤による防除

カメムシ類 - - ・ほとんど発生はなかった。 ・越冬量が少なかった。 ・袋かけの実施

なし 黒星病 遅 やや多 ・葉では平年よりも遅い５月下旬に
発生を確認した。その後の発生は
発病葉率は平年並に推移したが、
発生圃場率が高く、果実での発病
は７月以降増加した。

・５月、６月の降雨 ・ＥＢＩ剤等による防除

赤星病 並 少 ・初発は４月下旬で平年並であっ
た。その後の発生は平年より少な
く推移した。

防除の徹底 ・黒星病との同時防除

うどんこ病 並 少 ・初発は７月上旬で平年並であっ
た。その後の発生は平年より少な
く推移した。

防除の徹底 ・黒星病との同時防除

ナシヒメシンク
イ

やや遅 やや多 ・ﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ（諫早市）における誘
殺量は平年よりやや多かった。

・合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系剤、有機ﾘﾝ系剤
による防除

ハダニ類 遅 やや少 ・初発は７月上旬で平年より遅
かった。その後の発生は平年より
少なく推移した。

防除の徹底 ・ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ剤、ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ剤等によ
る防除

カメムシ類 ７月以前：-
８月以降：
やや早

７月以前：
少
８月以降：
やや多

・チャバネアオカメムシの越冬量は
平年より少なく、７月まではかんき
つ園での被害はほとんど見られな
かった。
・８月下旬以降、カメムシの飛来が
増加し、一部の圃場では被害が発
生した。

・越冬量が少なかった。
・ヒノキきゅう果の結実量
が平年より多かった。

・合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系剤、有機ﾘﾝ系剤
等による防除

びわ
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なし アブラムシ類 並 やや多 ４月上旬に発生を確認した。
４月下旬以降平年よりやや多く推
移したが、６月下旬以降は平年並
の発生となった。

３月の高温 ・有機ﾘﾝ系剤、ｶｰﾊﾞﾒｲﾄ系剤、ﾈｵﾆ
ｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等による防除

黒とう病 やや遅 やや多 ・葉における初発生は４月下旬と
平年よりやや遅かった。
・発病葉率は５月から６月にかけ
て平年より高かったが７月以降平
年並となった。発生圃場率は平年
よりも高かった。

５月、６月の降雨 ・ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ剤、ｼﾞﾁｱﾉﾝ剤、ﾏﾝｾﾞ
ﾌﾞ剤等による防除

べと病 並 多 ・葉における初発生は５月下旬と
平年並であった。
・梅雨明け後の７月上旬から発生
が急激に増加し、９月下旬まで発
生が多い状態が続いた。

５月、６月の降雨 ・ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ剤,ﾏﾝｾﾞﾌﾞ剤、ﾎｾﾁﾙ
剤、酸ｱﾐﾄﾞﾞ系剤等による防除

うどんこ病 やや早 並 ・葉における初発生は６月下旬と
平年よりやや早かった。７月以降
の発生量は平年並であった。

・ﾒﾄｷｼｱｸﾘﾚｰﾄ剤、ＥＢＩ剤等による
防除

チャノキイロア
ザミウマ

並 やや多 ・諫早市のトラップ誘殺量は６月の
降水量が多かったため、７月上旬
の第３世代の発生が少なかった。
７月上旬に梅雨明けし、降水量が
少なかったため７月下旬から８月
上旬にかけて第４、第５世代の発
生量が多かった。９月以降の発生
量は平年並であった。

・５月、６月の降雨
・７月以降の少雨

・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤、合成ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ
系剤、有機ﾘﾝ系剤等による防除
・袋かけの実施

炭疽病 遅 並 ・巡回調査による初確認は６月下
旬と平年より遅かった。
・７月以降の発生量は平年より少
なく推移したが、９月以降一部の
圃場で発生が増加した。

・防除の徹底
・秋芽萌芽期～生育期
の降雨

・ＥＢＩ剤等による防除

チャノコカクモ
ンハマキ

並 並 ・巡回調査による初確認は４月下
旬と平年並であった。
・８月から９月にかけて巻葉数の
増加が見られた。

・７月以降の少雨 ・ｴﾏﾒｸﾁﾝ安息香酸剤、有機ﾘﾝ系
剤、ＩＧＲ剤による防除

チャノホソガ やや遅 並 ・巡回調査による初確認は５月下
旬と平年よりやや遅かった
・８月から９月にかけて巻葉数の
増加が見られた。

・７月以降の少雨 ・チャノコカクモンハマキとの同時
防除

チャノミドリヒメ
ヨコバイ

並 多 ・巡回調査による初確認は４月下
旬と平年並であった。
・５月以降発生の多い状態が続い
た。

・７月以降の少雨 ・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等による防除

チャノキイロア
ザミウマ

並 やや多 ・発生量は平年よりやや多い状態
で推移した。

・７月以降の少雨 ・ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ系剤等による防除

カンザワハダニ 並 少 ・発生量は平年より少なく推移し
た。

・防除の徹底 ・ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ剤、ﾐﾙﾍﾞﾒｸﾁﾝ剤、ｸﾛ
ﾌｪﾝﾃｼﾞﾝ剤等による防除

クワシロカイガ
ラムシ

並 少 ・発生量は平年よりやや少なかっ
た。

・防除の徹底
・第１世代生育期にあた
る６月の降水量が多
かった。

・有機ﾘﾝ系剤、ＩＧＲ剤等による防
除

茶

ぶどう
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